ホウレンソウ スーパー オキシド ジムスターゼ ノ コウゾウ カガクテキ ケンキュウ by キタガワ, ヤスユキ et al.
Osaka University














i.t た が}Iわl や康す 竹
理 学 博 士
第 7 6 1 7 号






教授中村 晃 教授小林雅通 助教授田中信夫
愉 文内 容 の要旨




抽出，精製は，硫安分画.D E A E -Sepharose C L -5 Bを用いたイオン交換クロマト.Sephacryl 
5 -200によるゲル溢過.ヒドロキシルアパタイ トカラムを用いた吸着クロ 7 トにより行った。
一次構造の決定は.N末端よりの配列に関しては.BrCN分解と2種の酵素(リシルエンドペプチダー
ゼ.V 8プロテアーゼ)による酵紫分解を利用し.C端末側の配列に関しては，ヒドラ ジン分解1 カJレ
ボキシペプチダーゼYによる酵素分解を利用して行った。この結果，ホウレン草50Dは.154残基の
アミ ノ酸より織成されることがわかった。




















までに，活性部位に含む金属の種類によって， Cu， Zn -S 0 D， Mn -S 0 D， Fe -S 0 Dの3種類が
知られているo本論文では，ホウレン草よりCu，Zn-S ODを抽出，精製し，その一次構造，三次構造
及び四次構造を決定し，生物種聞における SODの構造の類似点及び相違点を検討することによって，









た構造は， 8本の β鎖からなる βバレルと 3本のルーフ。からなっている O C112+は4つのHisと， Zn2+は
3つのHisと1つのAspと結合し， CU2+とZn2+はHisのイミダドール環を介して結ぼれているO すでに
立体構造が解析されている牛血液のCu，Zn-S OD及び一次構造既知の 8種のCu，Zn-S 0 Dと，今
回解析したホウレン草のCu，Zn-S ODの構造とを比較することによって， CU2+より 5λ離れた所に
位置するArg-143が，機能発現に重要な役割を果していることを示唆している O また，アミノ酸置換
に伴う立体構造変化をも詳細に検討している。本論文は， X線結晶解析によるタンパク質構造の精密化
に対し独創的な新しい方法を提供して， SODの精密構造を決定し， SODの構造と機能との関係につ
いて新しい多くの知見を得ているので，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める O
-48-
